
（1）　令和２年６月２日　火曜日 第108号宮　　城　　県　　公　　報

目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

告

示

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
豚
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託�

（
畜　

産　

課
）　
　

一

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
豚
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の
委

託�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
成
牛
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の

委
託�
（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
成
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
の

委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肉
用
子
牛
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
宮
城
県
畜
産
試
験
場
の
肉
用
子
牛
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
）�

（
道　

路　

課
）　
　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始�

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧�

（
都
市
計
画
課
）　
　

三

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
四
件
）�

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事�

務
の
委
託
（
三
件
）�

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　
　

四

〇
宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
宮
城
県
加
美
農
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務

の
委
託
（
二
件
）�

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
宮
城
県
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事

務
の
委
託�

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
宮
城
県
南
郷
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の
委

託�

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収

事
務
の
委
託
（
二
件
）�

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
二
件
）�

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

六

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告

書
の
要
旨�

六

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
豚
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三
月
十
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一－

二－

十
六

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
豚
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
二
年
三
月
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日
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宮 城 県
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第108号　令和２年６月２日　火曜日 （2）宮　　城　　県　　公　　報
�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
枛
木
町
十
四－

一

　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三
月
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号

　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肥
育
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
二
年
三
月
九
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

栗
原
市
築
館
字
照
越
大
ケ
原
四
十
三
番
地

　
　

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
成
牛
等
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一－

二－

十
六

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
成
牛
等
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
枛
木
町
十
四－

一

　
　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肉
用
子
牛
市
場
販
売
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三
月
十
七
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一－

二－

十
六

　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
畜
産
試

験
場
の
肉
用
子
牛
販
売
事
務
に
係
る
生
産
物
売
払
代
金
の
収
納
事
務
を
令
和
二
年
三
月
六
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方



（3）　令和２年６月２日　火曜日 第108号宮　　城　　県　　公　　報
　
　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

　
　

公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
六
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
鮎
川
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
渡
波
字
梨
木
畑
無
番
地
先
か
ら

同
市
渡
波
字
ク
ル
ミ
浜
一
〇
番
七
地
先
ま
で

前
Ａ
　

九
・
二
～

�

一
四
・
六

�
二
〇
二
・
五
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

後
Ａ
　

九
・
二
～

�

一
四
・
六

�

二
〇
二
・
五

　

Ｂ

一
六
・
八
～

�

六
二
・
二

�

一
四
一
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
六
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

相
馬
亘
理
線

三　

道
路
の
区
域

変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
浜
谷
地
一
番
九
地
先
か
ら

同
郡
亘
理
町
吉
田
字
南
上
一
七
七
番
一
地
先
ま
で

前

　

六
・
〇
～

�

五
七
・
〇

�

一
二
、
一
五
〇
・
三

後

　

六
・
〇
～

�

一
八
六
・
七

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
磯
作
五
六
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
山
寺
字
北
頭
無
二
三
一
番
六
地
先
ま
で

前

一
二
・
五
～

�

六
四
・
五

�

八
、
八
八
九
・
四

後

一
二
・
五
～

�

二
八
六
・
一

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
六
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
鮎
川
線

石
巻
市
渡
波
字
梨
木
畑
無
番
地
先
か
ら

同
市
渡
波
字
ク
ル
ミ
浜
一
〇
番
七
地
先
ま
で

令
和
二
年
六
月
五
日

�

午
後
三
時

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

　

松
島
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称

　
　
　

明
神
地
区
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所
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宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
三
号

　

石
巻
市
か
ら
石
巻
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
四
号

　

富
谷
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号

　

松
島
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

　

利
府
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
高

等
学
校
の
農
産
物
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三
月
三

十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
上
郡
字
山
入
三
十
番
地
二　

宍
戸
畜
産　

代
表　

宍
戸　

松
雄

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
高

等
学
校
の
農
産
物
の
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二

年
三
月
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

　
　

名
取
市
増
田
一
丁
目
十
二
番
三
十
六
号　
　

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間
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令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
農
業
高

等
学
校
の
農
産
物
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三
月
三

十
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

名
取
市
増
田
一
丁
目
十
二
番
三
十
六
号　
　

名
取
岩
沼
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
柴
田
農

林
高
等
学
校
の
農
産
物
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
三

月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
十
番
地
の
三　

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合　

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
加
美
農

業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
仙
台
市
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令

和
二
年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
六
丁
目
三
番
六
号　
　
　

仙
台
中
央
食
肉
卸
売
市
場
株
式
会
社

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
枛
木
町
十
四
番
地
の
一　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
加
美
農

業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
株
式
会
社
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社
及
び
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品

売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
枛
木
町
十
四
番
地
の
一　

加
美
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
小
牛
田

農
林
高
等
学
校
の
農
産
物
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年

三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

栗
原
市
築
館
字
照
越
大
ケ
原
四
十
三
番
地
一　

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
南
郷
高

等
学
校
の
農
産
物
の
花
野
果
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
次

の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一　

委
託
の
相
手
方

　
　

遠
田
郡
美
里
町
練
牛
字
六
号
十
二
番
地　

有
限
会
社　

花
野
果
市
場

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
登
米
総

合
産
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二

年
三
月
三
十
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
十
六
号　
　
　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
宮
城
県
本
部

　
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
三
丁
目
九
番
地
の
一　

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合　

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
登
米
総

合
産
業
高
等
学
校
の
農
産
物
の
産
直
な
か
だ
愛
菜
館
に
お
け
る
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
令
和
二
年

三
月
十
八
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

登
米
市
中
田
町
石
森
字
本
町
九
十
五
番
地
一　

協
同
組
合
産
直
な
か
だ
愛
菜
館

二　

委
託
期
間

　
　

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号

　

亘
理
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
五
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

山　
　

口　
　

浩　
　

徳　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
十
八
号

　

秋
保
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
五
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

山　
　

口　
　

浩　
　

徳　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
五
号

　

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
元
年
十
月
二
十
七
日
執
行
の

宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
各
候
補
者
か
ら
選
挙
運
動
に
関
す
る
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
百
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
二
年
六
月
二
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　


